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紫外線照射血注射 の 臨牀的並 に實驗的研究
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　　　 韓

　　　　　　　　 楠　 本　　雅　 彦

　　　　　東京遞信溝院蓙婦 人 科 （醫長 　安井 修「F博士）

『
（本繖 硬 旨聯 39，細 ，髄 囘躰 轍 科學會 鯲 て髏 鵬

　　　　第 1編 　紫外線照射 自家血液注 射の

　　　　　産婦人科領域に於ける臨牀應用

　　　　　　　　 1） 緒　　言

　　自家血液注射 の 發達に っ れて R ．Seγderhelm，

　A ・　・Brauit 等は 自家血液注射 よ りも此 れ に紫外線

　を照 射 して 注鮒す る方が 一
暦治療效顯 ｛天で あ る

　と發表 して 以來 内科皮膚科領域 に 於 て は 其の 追

　試を見た が ， 我 が産婦 人科領域 に 於て は 1940 年
Burgkhard の 發表 したの が最初 で ある。余 は本療

　法 を産褥性敗典症 に應用 して著效 を奏 し〆 果同時

　に其血 濠像 に著明な燮化を認 め 其 の 1 例を報告 し

た．次 で三 好が附羈器 炎治療 に 本療法が卓效 の あ

る事を報告 した以外に は報告を見ない ．
一
：余は本療

法 を産婦 入科領域 に於 け る 諸種疾患 に應用 し甚だ

有效な る事 を知 つ た の で ， 其の 臨牀效果 を述 べ 生

物學的作用を檢討 し，血 液豫竝 に 血 中殘 餘窒素 ，

血 壓 ， 血 沈等の 變化 に 就て も報告 すべ く本實驗 を

企 て た．

　　　　　 2）．研究材料及び貿驗 方法

　 （1 ）研 究材料 ： 紫外線照射血液注射療法 を施行

した症例は産褥熱 8 例 ・ 子宮癌 ゴ6 例 ， 子宮附屬器

炎 ユ6 例 ・ 妊娠惡阻 23 例 ， 妊娠腎 4 例， 出血 性貧

血 6例 ， 其他疾患 15 例合計 88 例で ある．、

（ii）實騨方法 ・ 探血用翻 器 に縣 あ 3．8餉
櫞 酸曹逹液 1ec を 入れ て患者の正 申靜服 よ り1血液

約 ユOcc を採血 し， 之 れ を 滅菌 シ ヤ ー レ に移す。
尸
シ ヤ ー レ に 移 した 枸櫞 酸曹逹加血液 は水銀石英燈

塞冷裝置 （電壓 110V ・1亡
， 電流 4 ア ン ペ ア）を以 て

5 分闇照射 する．照射 巾は シ ヤ ーレ を絶 えす 輕 く

櫨 し紫轍 照射 鐓 果 が 瞰 の總 て の部分 に 行
き互 ろ樣 に ずる。 照射 後直 らに該血 液を患者の臀

筋内の注射 する．
P
以上 の注射 を隔日， 時と して は

　毎 日施行 した． な ほ紫外線裝釐及 び紫外線量に 就

　 て は 輙こ綜論 に 於 て詳 し く述 べ たが 余 の用、い た裝

　置で は距離 10糎 で 1H ．S．E （耳・1・es ・n ，n ・neinheit ）

　 は 4分 25秒 で あっ た ．

　　　　　　　　 3） 臨牀成績　　　　
」

　　産褥熱 こ於 て は 各例共 に奏效す る 事を認 めた ，

　帥ち治療開始後大體早均 7N 目頃 よ ら下熱 し始砂

　殆 ん ど全例 に奏效 して い る． 叉 ズ 劑に ・よ る副作濯

　も本療法に よ b淌退 せ しめ る こ とを得た． 子宮癌

　に於 て は 本療法に よ り敗血 症性發熱を消退せ しめ

　て 手術可能 な らしめ る事に 成功 し
， 叉 手術後に1併

　發 した 子宮周 團炎 に野 して は 治療 を促進 して良繕

　果 を得 　放射線療法 に よ る諸種 の 副作用を著 し く

　輕減 ， 叉 は浩退せ しめ得 る事 を知 つ た．子宮 附矚器

炎 に野 す る本療法 の效果 は 全實驗例中最 も優秀 な

　る域績 を示 し， 各例共甼均 5 囘 の注射療法 に よ り

殆 んど主訴 をFPtmevしめ て い る． 殊に本療法實施
前に諸種治療 を施 して效 を見なかつた もの も本療
法 に よ 嗹 か嘆 效す る の を認 め た ．斯 くて 稍炎
作用 と鎭痛作用の大 な る事は三好 ，

Burgkhard等
の 臘 と全

1

く一致 す ろ，妊讎 阻 幻 例 に就 て は他
・の 治療を一切行わ 鉢 療法 のみ に よ り， 共 の 效果
を觀察 したが 1 囘乃至 7 囘の 本療法 に よ わ惡阻症：

』

歌 は一時 必す消退するが 症状の 再發を見 る事 があ

る爲め 充分 冶癒す る迄反覆注 射をす る事 が肝要 で

ある・ 妊娠 腎に凱 て は各例共に血 壓下降｝こ效果
の あ る こ とが認 め られた 出血性貧血 ｝；於 て は弛
綏出血 に よ る貧血例 で は 本療法の施行 1二 Sb 赤血

球薪生作用 が 無處幽 照群 に 比 し て 優 る拿を認 め

．た． 其他 の 出血 性貧血例 に 於 て は 造血 作用は可 な
曙 隙 二認 め られ たが

， 先 人の提唱す るが如 き赤
血 球の 激増は 認 め られなか つ だ．其他本療法應用

’
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例 と して は骨盤腹膜炎 ，
敗血症性發 熱 （悪性絨毛

上 皹 手黻 ）， 慧性肺炎 手術前後の 細菌感染

豫防 ， 高血 壓症 ， 妊娠貧血 ，
バ ル ト リ ン K 腺炎 ，

：等があ ．何 れ も有效 に作用 して い る．
’
　　　　 4） 血液に及 ぼす影響

　赤血 球 1 血色素量は本療法 を反覆 する に從 い 漸

増の 傾向を示す．殊 に 急性貧血の 如 く全身歌態の

侵 され て い な い もの は子舗 薩 翻 の 如 杢蝋

態の甚だ い 阻害 さ れて い る もの よ 躓 血 腋 速

度 は 濾か で あ る． 白血球 粕 血球 増 多症 を呈 し て

い る もの は本療法 1： よ bW 明 く載 少 して 正常鯉

内 に 近付 かん と す る傾 向を示 すが， 壇 多症 を呈 し

な い もの は殆 ん ど變動は ない． 工 嗜嬉細胞は例外

な く増加 し淋 巴球 は輕度に 壌加 し， 桿厭核細胞は

減少 し， 大單核細胞及 び移行型 は著變 を認め難い ．

網嚇 鹹 烙 實驗例樋 じて 講 鐓 増す纈

両を示 し共 の勵 陣 は 産麟 例力最 高 を示 した

血 壓に對 す る影響 蹴 ては 領 驗例 を通 じて妊娠

腎 が最 躇 癒 下 附 る傾 向を示 した が 正常値 に

近 い 血壓 に 對 して は左程の 影響 は言忍め難い ・赤沈

速度に野 す る骸響に 就て は 全例共竹丙 三好等 の

所 論 と同樣緩徐 とな る 傾向を示 した が ， 此れは 産

褥熱， 子宮癌 に 於 て最 も著明に認 め られた．次 で

　血 中殘 森窒素量 は 各例共殆 ん ど生理 的範圍内に あ

　つ k が 本療法に よ り稍 麦減少す る傾 向を示 した．

　　　　　　　　5）
「
總括並に結論

　　本療灘 黼 入瀬 麟 鰍 患に麟 して 耀

奏效 す る ことを認 め た が， 此れ を纏 し特 に湘

　され ろ黜 を指摘 して結論すれば 次 の 如 くで ある．

　（1）庵褥熱， 子宮癌等 に於 け る敗血症性發熱に は

　本療法 が有 力な る治療效漿 を示 し ， 治療開始後 大

體鞠 7 開 よ り下熱 し勦 て 署 し く治癒 ．促進

　す る． （2 ）ズ劑投與 に よ る 副作用並に放射線療法

　に ょ り出現 す る副作用は 本療法 に よ り速か に輕減

或 鮹 謝 る事 を認め た （3 ）附騨醤炎・ 妊娠 悪

組 に 對 し て は本療灘 著效 を奏 哺 力な る緜 法

　な り と｛訪 る． （4 洫 囎 1調 して は著明な 纓

　化 を 示 嚇 ．嘲 赫 血 球 の激赫 血 球 囎 力・， 白

血 囎 多症 の 正 黻 復 ，
工 嗜好細胞の 増力咄 現等

　が 著明を認 蕩 れ る． （5 洫 壓は下降 し攤 性 を

日本 産科嫌人科學會雑誌　第 1巻 第 a 號

有 し， 赤 沈速度は緩徐 とな る傾向を示 す． （6 ）血

　中殘 餘窒素は生理 的範圍内の 變化で ある が 稍 k 減

邸

少する 傾 向を認 め る ， （7 ）本療法は組織の生活力

を高め 確 の 抵抗 力 を ヨm化す紬 の と 推定 され

　 る．

　　　　第 2 編 紫外線驛射 自家血液注射の

　　　　　　　家兎血液に及 ぼす影響

　　　　　　　　　1） 緒　　言

　　第 1編 鯲 て 紫外線照射 自家血液注射 の 臣翻織

　績 と共 の血液に 及 ぼす變化に就て は 注 目 に値す る

　結果 を得たの で ， 余 は更 に 之 を動物實驗に 於 て 立

　證す るた め に本實驗に着手 した．

　　　　　　2） 實驗材料並に貿驗方法

　　體重 2瓩以上 の成熟家 兎を用 い 實驗開 始 2 邇間

　前 よ b同一條件の 下LE：分離飼育 した． 體温の 測 定

　 に は ワ セ リ ン を塗布せ る檢濫器を
一定時聞 に家兎

　fit門内に 深 く挿入 して檢査 した 瀉．血 に は キ シ ゜

　 e ル で怒張せ しめ た．耳靜脈か ら體重毎瓩 15竓 の

　割 に 施行 して 實驗 t：供 した 紫外線脯 狛 家血液

　注射方法 と して は 豫め ツ ベ ル ク リン 甘射器 に 3．8

　 ％枸櫞曹逹溶液 を o・2 蜂採 り血液の 凝固 を防 ぎつ

　　5 血液 1竓 を吸引 して よ く混和 し， 此れ を減菌 シ

　 ヤ レ に移 した．紫外線量及び裝置其 他は第 1編 と

　 同様で ある．

　　　　　　　　　 3） 質驗成績　　
’

　　 豫備實驗 と して健康家 兎の血液像並 に 其 の逐 日

　　的動搖を家兎 40 頭 を用 い て檢査 した結果 ， 血色 素

　　量 82 ，5％ ， 赤血球數 545萬 ， 有核赤血球 0 ・02，網

歌赤血球 10 ．7％ ， 白血球數 8090
， 白tiJton百分比 は

僞 工 細胞 34．9％，淋巴球 61．6％ ，
工 嗜 好細胞 1．1

％ ， 轣基性嗜好 細胞 q・・22「）　％ ・
モ ノ チ ・・テ ン 2 ・4

％ の
ラ

ト均値を得た，次 で 家兎血液像 の 逐 日的動搖

蹴 き約 遡 閙檢査 した結果 ， 其 の動搖範 園は赤

血球 數 38〜46 萬 ， 血 色素球 荏ん 5 ％ ， 網欺赤血球

6〜8 ％ ， 白血 鰍 は 27・・〜58・0；其の 百分比 は僞

工 細胞 10〜10 ％ ， ．淋巴球 8 〜 15％ で あ っ た．次 に

本注射 の 家艦 温並 に 體重に 及ぼす影響 螺 外線

照 射自家血液注射群，自家血液注射群 ・ 無處置 i斷

照群の 3群 に分 け て 實驗 したが 體瀞 こ於 て は第 1

囘處置絳了後 6〜 7 日目 よ り紫外線照射 自家血液淫

．
“

＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿．
・工工
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辱

　　性 を保ちρ　ts經 過 し， 瑛體重 に於 て 呑同様他群 に

　　比 し上 昇増加の 肺 謄 示 じ・k ．吹 に本注射ぱ血液
’
　 の如何な る成分 に 其 の 摘效な る 因子 を 有す

’
6
・
b・

’

　　を知 る た め に 家兎を 7群 に分 ち， 帥ち第 1群 鞭魔

　　置對照群，第 2 群非照射 自家血 液柱射群 ， 第 3 群

　　非照射 自家血液注射群 ， 第 4群 非照射 首禰 注

　謝 群 第 5群 紫外耡 闘 自家血清潮 手群 第6群

　　外線照射 自家血 球注射群 ， 第 7群 紫外線照射 自家

　　鯖 鸛 楙 と して實驗嫺 20 躙 ， 第 7・・H
・
・esよ

　　り逋 日 3 囘處置を行 い ， 共の血液籐の變化 に就て

　 比 較 した と こ ろ ， 血 色素暈に 於 て は 第 3 群 が第 コ

　
層
囘塵置絡了後 7 日目頃 よ り下 降す る事な く上昇す

　　る 傾 向を示 し，　他群 は何れ も生理 的動搖域 を出な

　 い ・ 赤血 球 も第 3 群 が處置後増加 し， 第 6 群 が此

　 れ に次 ぎ， 其 地の群 に は 増 加 を認 めな い ．網歌頻
　 血球 は第 3 群 が 最 も著明 に増加す る傾向を示 し，

’”

　 第 2群 が此 れ に 次 ぎ第 6群 が 漸増の 傾向を示 す が

　 他群 は大 した影響を認 めない． 白血球 は各群 共に

　 不規則に 動搖 す る が處置後第 萄
， 第 3

， 第 6群 は

　稍 き漸減す る傾尉を示 し百分比 に 就 て は第 3 群 が

　 鰭 欄 胞が増 加す る の を認 めだ．．次 1嫁 兎を瀉

　血性貧血 に 陷らしめ ， 上述 と同樣 の独射群 に於て

　其 の 貧並戯 復歌態 を比 較 し， 共 の血 液像 に就 て 比

　較 し惣 淇 の貸驗に 先立 蟷 鹸 血 の 自然 陜復 に

　就 て實驗 しa の結果を得た， 9Pち減少極期をま艶

　素量 2 日 ， 赤血 球數 1 ・7 日 ， 減 少度は血 色素量 31

　％ ， 赤血球 數．
38％ 恢復 日數共 に 16・7 日．，網 歌赤

血球 の著塩 白血 球數 の一過性増加 其 の 百分比
1

　は僞 工 細胞の増加ゼ 淋 巴球 の 減少 を見 る が第 8〜

　第 9 日後漸次 不規則 に復舊 す る． 各注射鮮 に 於 け

’

　る 瀉血 貧血恢復歌態 （實驗期間 βo〜35 日闇 ， 第 7

　日 目薦血・ 第 8 日 目よ り蓮 日 3 囘處置）は血 液像

　の 變 化 に よ り次 の結果 を得だ、 脚ち血色素量蠹瀉
血後各群 共に急速曙 減す る が 其の 恢復速度は第

　
3 群最 も早 く11〜12 日で 恢復 し而 もなほ増加 の 傾

　向を示 す． 次 で 第 ユ
， 第 4

， 第 7群 が伺様程度 で

16〜 17 日 を要 し第 2
・ 第 6

， 第 5 の 順で あ る．
一
　ti

・一
；

鏃 棋 の 腋 は 第 3群 が最 腿 かで 工珂 2 日 で

舊値に復 し其後 も増加の 傾 向を示 す、 網耿赤血球・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喚

蟹 和
F24

年 10麹亅日
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「

射群 が他群 眺 卿 な
1
ド潮 な下降を示 し・ 持 績 つ ま繍 1共灘 酸 急激に 増甥1銘 が 赤麟

．
ど典 に讐 値1二復す る 力嚇 罅 の みは 械 少速度が緩

畢であ ら・ 實驗期闇 中搏續性を保 ち奮 黴 こ復 蓉す

　經過 した。　隹1血球 ｝ま臠 共駐ご瀉血虻後一・過 ’匡ヒ増力けを
・

示 して 第 嗣 處置絡了後可勧 速 か嬉 値 に復
’e・t

　るのを認 め庚が第 3群 の み は覊 血 及び處置 に よ b・

白血球の増加を認 め す 6300 〜 7000の 闇を保 ちつ ts

經過 した． 白嶽球百分比 ヒ就て は各群 共 に僞 エ 継

胞の増加 と淋 巴球 の
一
時的減 少の他は大 した變化

を認め ない ．

　　　　　　　　 4） 總　　括

　 先づ健康家兎の卑液像並 に 其の 蜘 的動搖 を檢

’

査 しヂ 次 で紫外線照射自家血液注射が家兎體温及 ・

び體重 に 及 ぼす影響を調査 し， 更に本注射 は血液
の如何な る成分に紫外線を照射 し注射 す れば 最 巻

有效 なる作用 を發揮す る か を知 る爲 め に 照射 ， 非

照射の全血 ， 1血球 ， 血清 の各群 （7，群 ）に分け て血

液像 の變化並 に 瀉血貧血 陜復速度等 を比較追求 し
 

た が第 3群 が最 も優 れた成績 を示 した從 て 紫外綟　　　　　　　　 ノ
照 射 に 甥 する血 液の有效成分 も，

齟
全血で ある 事 が

わ か つ た．

　　　　　　　　5） 結　　論

　（1）紫外線照射 自家血灘 謝 は家兎に對 して 全

く無害で あ り， 健康家兎血液像に好影響 し人ユニ貧

血 恢復に も強 く共の 促進作用 を示 し， 又體媼は下

降 し體重 は 増加 す る傾 向を認 め第 1 編の 臨牀成績

と略 ）　− twする．
・
（2）血 液の 如何 なる域分 に紫 外線 を照射 し注射

．

すれば最 も有效に 作用す る か の問題 ；對 して は其
の血 球 ， 1血清に非 ず して本注射 は全血 に照射 して 凱

蹴 て最 腑 效 に作用 す る こ と が わ か つ た epち
第 3 群 ・

・紫外線照射 自家血液注射 が最 も有力に作
用す 6’．

　 　
’t／Vvv ヒ が■ANNr

第 3編　紫外線照射血注射 の

　醸染防禦力に’Z　IX
・
す影響

　　　 1）　緒　　冒

　第 1 編 に於て は本注射 が 臨牀 に應用 して 見 るべ 「

き效渠 を得た こ と及び 其 の 血 液艨 に 薯 しき變 化 を ・

認 めた こ とを遞 べ
，
．第 2編 に 於 て は此 れ を動物實

驗に よ り立證 も陀 が第 工
， 策 a編を遘 じて本注射は

tt’
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個體 を増強 し生體の 防禦力を も亦増強す る もの S

如 ぐ推燦 嫌 の で傘は 更雕 んで 本注射 が細菌 ・

感染 に對 す る生體 の 防禦力に如何な る影響 を有す

る か ， 叉 ズ ル フ ア ビ リジ ン
，

ts・・Jア ノ ン との關係

に 就て も知 る爲め に 本實驗 を試みだ ．

　　2）　紫外線照射血液注射群 ， 紫外線照射

　　　血液及び トY71 ン注射併用群 ， 並

　　　　に無處置對照群 ， と の 比較 （照

　　　　　 射 5 分間，血ta　O・05　cc ）

1漕鵜 致慰 定 ， 儼 麟 ・ 型

（東火黴菌騒 室保存の もの ）を用い 2塒 闇血櫞

天lg養を行 い 洪 の 10 白金耳 を滅菌生理直喰 鹽水

2．o ，。 に混和 せ る もの よ b其 の 10’1 よ り lo’e　t：至

る鑼 菌液を作 b ， 共 の ・・3 ・碗 を 盤重 15瓦 前

後の健康 マ ウ ス 2 匹 宛の 腹腔内に注射 し發病力を

檢査 したジ 更に 同菌液の 10’7　S り エ 
『12 に 至 る稀釋

菌灘 働 其の ・・3c 碗 を 體重 15 踊 後 の 鱇

マ ウ ス 2 匹 宛 の ma．1　
’

内 に 注射 し 發病 力を檢査 し

1た． 更 に 同菌液 の 1  『7 より10”ls に 至 る 稀釋菌液

を作 り共の 0β cc 宛を同樣 2 匹 宛 の マ ウ ス 腹腔内

・
に注射 した．共の 結果本菌の マ ウ ス に野す 撮 少

致死量 を上記 稀釋菌液中 10−8 稀釋菌液 oβ cc 確

量 と見做 した ．

　　（。 ）ズ ル フ ア ピ リ ジ ン ， ｝ ・Jア ノ ン の m 用量 ：

2−（P −Amtn ・b・・… 1・ulf ・ n ・ mid ）Py ・idi・ −Nat「i” m

の 10％水溶液 F ・」ア ノ ン （田遽）を注射 ・
10 皿 9 に

て マ ウ ス は 斃死 した が 8mg に て は 斃死 せ 嶽 て

本 欝 鯲 ては マ ウ ス の 贓 齢 療用量 と して 5

　mg を注射 した．

　　（ii）實驗材料 及 び實驗方法　實驗動物は
一定期

躙 育せ る體重 15 瓦前後の 鱇 マ ウ ス を使用 し・

　」比れ を 3 群 に分 ち第 」 群照射 血液注射群 （15 匹 ），

第 2 群 鮒 血液闘 ， 並 に 団 ア ノ ン 謝 併用群

（16 四 ， 酬 撫 處置對照群 （10 四 と した 注射

　血液は マ ウ ス めlhijl血 に よ b 無菌的 に 得た る血液

に 同量 の 3．8　％枸櫞酸曹飜 をカnへ 紫外線 5 分閥

　照對 せ る もの を用 い た． 接種菌液は上記 の もの を

　用い 10 白金耳 を と り 2 ・Occ の滅菌生理 食鹽水 に

　．混和 しPt　b） 10”v　Wt釋液を使用 した．

日本産科婦人科學曾雜誌　第 ！卷　第 A 號

　實驗方法　第 1
， 第 2群 には 前嘩置 と して 連 日

2 囘更 に 7 日後蓮 日 3 囘計 5 囘照射血 液 Q・05ce宛

背部皮下 に注射 す 前處置 5 囘繆了翌 口最 少致死量

の 10 倍菌量 帥ち上記 10−7 稀釋菌液 0・3eo 宛を各

群 マ ウ ス 腹軆内に注射 し，
・菌液接種後 5時間に し

て 前記同樣の 照射血液注射 1 囘 を行 い 第 夛群 の み

に は 更に ト リア ノ ン 5mg 注射す ， 菌液接種後 24

時間で 再び第 2 囘處置 と して 第 1群に は 飾囘同樣

の照射血 液注射 を律 ・
， 第 2 群 は飄 こ之 を A

・
B

2群 に 8匹 宛に分け A 群 には 同樣照射血液潮 寸圃
1 囘行 うもB 群 に は 之 を行わす， 是等處置群 と無

處置封照群 と の 聞に於ける 經過 を觀察 したが第 2

鮮 A群 中工匹 ， 第 3群 1匹 の 計 2 匪 が斃死 せ る の

み で 再び IO・s 稀釋菌液 〔｝・3ce 宛を各群 マ ウ ス に 注

射 した ．接種後 3 時聞 ，
24 時間の 2 同 に 互 り再 び

各群 に前記同様の 處置を施行 し經過を觀察 した 。

　 （iii）實驗咸績 其の総 は第 1 群 1唹 て は 15匹

中 2 匹 （斃死率 13 ．3％ ）， 第 2群 A 群 8涯 中 5匹

B 群 8匹 中 処 （斃死as・5＆ 2％）9 第 3 群 覧こて ｝s　lo

匹 中 8 匹 （斃死率 80 ％）を示 した．皀IIち紫外線照射

血液注射群に於 て最 も良好 な成績を示 した ．

　 3） 紫外線照射血液猛射群， 紫外線照射血液

　　 及び トリアノ ン注 射併用群， ト リア ノ ン

　　　 注射群 ， 並に無處置對照群と の比較

　　　　　 （貝眠射 10 分 ，　血液 0．05cc ）

　　（i ）豫備實驗　（イ）菌の 最 少致死量 曳定 ： 前

實驗 と 同様 瞶 驗 し其 の結果 マ ウ ス 瞠 寸す る最少 ・

致死量 1ぴ 6
稀釋菌液 o．3　ce の 菌 量 と 見倣 した．

（。 ）FIJア ノ ン の使厂瞳 ・ 前實驗に於 け る 5mg

の 使用量は效果稍 妙 きた め ， 今囘は 多少減量 し

　て 3mg を使用 した，

　　（・ii）實驗楙 扱 び實驗方法 前實驗 と同檬で あ

るが本實驗で は 4 群 吩 略 群 3処 宛 と し卸 群

は 照身恤 液潮 楙 第 2群 は照射血灘 射並に ト

　リア ノ ン 注射併用群 ， 第 3湘 ま ト リ ア ノ ン 注射群 ・

第 蝋 撫 處置照鼎 と した．實驗方法 第 1
・

第 2群 の マ ウ ス ロ 揃 處置 として囎 麺 濠を 2 囘

隔 日に 鸛 蝶 俵直 ちに讎 マ ウ ス ｝；最少致タ瞳 の

　10 倍の 菌量皀口ち 10 白金耳 の 菌量を 2・OCG の 滅菌

　生理 的食鹽水 に混和せ る もの よ り1伊 稀釋菌液を

 
調
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厄
ψ

6・

作 b其の 0・3ce 宛 を接種 した．徇第 1群 に は菌接

種後 2 時問及 び其の 翌 日 12囘 に互 り照射血液 を以

て 前處置同樣の 處置 を行 つ た．第 2群 に は照射血

液注射 の度毎に ト リア ノ ン 3mg 及 び 1．5mg を注

射 し孝．第 3群 1子は ト IJ ア ノ ン 注射 の み 同様 2 囘

注射 し共後の 經過 を觀察 した ．

　 （iii）實驗成績 　斃死 せ る きの 第 1 群 30匹 中 60

・時間鋒7匹 （斃死 率 23 ，3 ％ ）， 第 2 群 60 時聞後 8

匹 70時問後 2 匹 80 時聞後 3 匹 ，
110時糊 後 1

匹 ・　120時「UJ後 2 匹 言十ユ6・匹 ：斃歹巳率 53．3％），　第 3

群 60時間後 6 匹 ．70 時間後 5 匹 9 時間後 2 匹 ，

110時聞後 2匹 ，
120時問後 1 匹 計 16 匹 （斃死 …率

53 ・3％）， 第 4 群 12時聞後 2 匹 ，
60時闇後 7 匹 ，

70時間後 6 匹 ，
90 時間後 工匹 ，

110時闇後 5 匹 ，

ユ20時聞後 1 匹 ， 計 22 匹 （斃死攀 73．3 ％ ）で あ る．

皀ロ鉢 實慰 於て 跡 攅 驗 綱 樣黜 綜瀚 血

液注射群 が最 も優秀 な る成績を示 し， 照 射血 注射

並 に ト リア ノ ン 注射併癬 と ト リア ノ ン 注射 群 と

は之 に Ptぎ無處置對照識 こ於 て 斃歹巳せ る
’
もの が最

も多 い ，

　　　　　　　4） 總括並に結論

　紫外線照射 5 分，血 液 0 ．05cc 及び照射 1α分 ，

血液 0，0酪 e を 前處置と して 2 囘 マ ウス の 皮下 に

注射 し， 其後直ちに肺炎雙球 菌を共の 腹睦内に最

少致死 量の 1°倍の 菌壁 以 て矧 喚 ・ 而 し礑

日及び翌 日の 2剛 二渉 り照射血液を皮下注射 して

其の 後 の經過 を觀察 した が 紫外線照射血液注射群

は斃死as・20・％ （45 匹 申斃死 9 匹）｝：・．u て無處罩對

照群の 斃死率 75 ％（釦 匹 中斃死 30 匹 ）｝三比較 して

遙 か仁優i秀な る成績 を示 した．　又紫外線照射血液

注射 に 10 】ng 乃至 4・5mg の ト リア ノ ン 注射 を併

用 した群 に於 け る 斃死率 54％ （46匹 中斃死 24匹 ），

ト リア ノ ン 注射群 の 斃死 率 53％ （3α邏 中斃死 16

匹 ）に 比 較 して も亦其 の成績良好 なるを見た こ と

は注 目に値す る と信中 る．

　稿 を終 ろ に 臨 み 絡始御懇篤な ろ御指導竝 に御校閲を賜

リナこる醫長安井修干愽士 に變 し深甚な る 謝意 を表 す．

　　　　　　　　　　　　　 （24．・7・31受付）

本沚 は 泌 尿 器 科學本 の 發 刊 を言隅 し實行 に と 屮か ・

っ て い れ が ， これ は 完了まで に相當 の 年 月 を要 す る

磁蠱・鱇 製纏 鸛 援 恐苫霪藜
本叢書 は 泌尿器科に於け る 重要な項 目を一つ 宛 と り
あげて・贊地醫家 に も，學 生 に も， 氏ナご研 究者 に も
む く よ 5 に 編集 され て い る。　　　　　　　　

’

　　 醫學博士 市 川．篤 二 編集

泌 尿
卩

器 ・
科 新 書

（P1 ） 前立 腺肥大症 及 び 前立腺

　　　癌手術 の 發展 史 翳博 市川篤二 著

　　 A5 列 108頁 正價 180 圓 〒 12 圓
（G1 ） 淋 　 　 疾 醫博 市川篤二 著
　　 A5 判 92 頁 正 價 130 圓 〒 12 圓
（H1 ）　血　　　　　　尿 臀 博 楠　隆光著

　　A5 判 92 頁 正 價 130圓 〒 12 圓

　　　　醫學博士　山 本 康 裕 著

　　
’

小 兒 科 の 反 雀 、

　 ・A5 列 300 頁 美装 正 價 280 圓 淦料 30 圓

本書は 先 に 出版 され ， 汎 く好評 を博 しナニ 「小兒科 の

檢討 J （正 續 2 卷） L：つ ぐべ き上 梓 に て，著者自勇

序Pt＊ 「私 の 書 く もの は論調 が激越 す ぎ る と 非難 を

5け ろQ も しそ 5だ と すれ ば恐 うく私 が 頑固
一
徹 で

融通 が きか ない ナこめ であろ 5……
物事 を正 し く公 李

に判斷 乙た い 熱 心 の 餘 ’j と御寛恕 を希 V・t：い 」 と い

われ て い ろ よ うに，本書 も血 の 吹 くご と き熱意 を も
つ て終始 むて い るo 小兒科醫 の 開 繙 ゼ ね ばな らな い

亅葦書 をお す 」 めす るo

灘 躔
京

鬢禁鴨
ノ

蓄　翻 南 江 堂　罐 惚 驍矚斃蘭
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